＜基調講演概要＞
本当の意味の超長寿命住宅
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世界先進国の住宅寿命は、日本が26年なのに比べ、イギリスは141年、フランス86年、アメリカ96年です。世界の200年以上続く長寿命住宅には、木造もあればレンガ造や石造もありますが、超寿命の理由は｢物理的に頑丈な耐久性ある住宅｣にあるわけではなく、また工法の違いや優劣でもありません。日本の｢200年住宅｣が、豊かな生活を保障する立地の住宅不動産であるために、アメリカの住宅づくりの事例を様々な角度から検証します。
サブプライムローン事故から日本の住宅業界が学ぶもの
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米国のサブプライムローン事故は、住宅産業だけでなく米国経済に大きな痛手を与えました。しかし住宅の資産価値自体はバブル崩壊後も尚、高い生産性の下で生まれた不動産として基本的に硬い需要に支持され、その住宅価格はバブル発生以前の水準は維持しています。米国政府や住宅産業界では、この事故経験の反省として、ローン債権証券化等の投資的な要素による住宅価格上昇に依存せず、原点に戻って「住宅ローンを購入者の支払い能力の範囲に切り下げながら、同時にホームビルダーの利益をも拡大させる」政策を実施し、かつ、住宅の資産価値を経年するに連れ高めることに取り組んでいます。日本の住宅政策に置き換えれば、｢超長期耐用住宅を年収の3倍で供給して、工務店が住宅価格の25%以上の粗利を確保する対策｣です。今回のセミナーでは、米国の住宅産業の取り組みと、それをわが国で実践する方法の技術移転を図ります。
